	院長
	課長
	主任

	
	
	


　　　　　　　　北病棟チームカンファレンス記録

　平成１７年　１２月　7日　（水）

　　　　司会　大坂　志保　　　記録　池田　真希子　

	藤原香
	佐々木
	市　島
	高橋則
	岩　藤
	大　坂
	太　田

（裕）
	スバベイ
	太　田（由）
	白山

	○
	○
	深夜
	公休
	○
	○
	準夜
	○
	公休
	公休

	田　島
	赤坂

（千）
	木　村
	池　田
	小　舘
	熊　野
	赤　坂（真）
	久　保
	下　平
	川守田

	公休
	○
	準夜
	○
	公休
	公休
	○
	深夜
	○
	公休

	柳　沢
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	
	
	
	
	
	
	
	


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· １２/１３実施指導のカルテ対象者は中野渡鉄男様・小比類巻昇様・滝田英人様・柳杭田かつ子様・小坂君子様・浅野秀子様・五日市公様・伊藤五十二様です。

· 東病棟でＭＲＳＡ感染患者様が１名でました。

· 感染ゴミについてですが、まだ分別されていないことがあります。きちんと分けて捨てて下さい。

＜ビデオ勉強会＞

～精神分裂病の早期発見について～

　早期発見のポイント

　･人柄が変わる

1 引きこもりがちになる

2 生活習慣の変化

3 生活リズムの乱れ

　・つじつまの合わないことを言う　　　　　　　病棟患者様で言えば、

1 自己への関係付け　　　　　　　　　　　　　　病状の変化につながる

2 被害的

3 幻聴・テレパシー

4 独語・空笑

　

早期治療のために

1 専門医への受診

2 両親の専門医への相談　　　　　　行う事が

3 早期治療の開始　　　　　　　　　　　望ましい

4 早期の社会復帰

＜川端Ｄｒケースカンファ＞

佐々木　淳様

　　ふらつき、手指振戦、飲み込みの悪さ見られているがニヤツキ、独語も続いていると情報提供しています。今の状態であれば正月外泊は１泊２日までで考えていること、今後症状の変化を見ながらゆっくりと処方を整理していく方向だと話しています。

小坂　君子様

　　スタッフへの関係妄想があること、化粧が濃くなってきていることを情報提供しています。今朝化粧について本人へ濃すぎると伝えるが、笑ってごまかし納得しなかったことも伝えています。スタッフ対応としては、はっきりと本人へ伝えて下さいとのことです。精神状態良くない為、正月外泊は１泊２日までにして欲しいとのことです。

横山　耕生様

　　現在病状は良くなく、スタッフによって話してくる内容も変わっていること、自分で判断できずスタッフに頼りがちであることを伝えています。スタッフの対応として、具体的な所（タバコの本数・コーヒーの飲む回数）では○○以内と上限のみ決めて、その中でどのくらいにするかの判断を本人が出来るように進めていく形で良いそうです。

　　一人で青山荘まで散歩に行っていると話しているが、実際は行かずに外来の喫煙室にてタバコを吸っているようです。慣れるためにも１回／週スタッフ付き添いで青山荘まで散歩に行くこととします。

柳杭田　かつ子様

　　昨日行った家族面談で、父様は先のことは全然考えていないと話していたとのこと。引き取ることへの拒否も無いようです。父様は現在患者様の姉夫婦と住んでおり、その姉夫婦は患者様と一緒に生活をしたことが無く、父様が姉様とそのような話をしたことも無いと話しています。

本人も家には自分の居場所が無いからと拒否されているため、今のところはこのまま入院継続です。本人が施設入所を希望したときには話をすすめていくことも考えています。

江刺家　恵子様

　　正月外泊の希望が出ていましたが、４日／月以内で許可をだすとのこと。長期外泊希望なら２ヶ月にまたがって届けを出すよう話していきます。

村上　元道様

　　外出届がでていましたが、目的が書かれていませんでした。現在今後のためにと自分で通帳の管理をしています。１回／月スタッフが残高確認を行う事としていますが具体的にいつ行うかをこれから担当と話していきます。外出届は目的を聞いてから許可を出していきたいと思います。


































